
☆３つの時代を表す言葉を見つける。

縄文時代・近代・現代

☆１～９〈木を伐る人〉／〈植える人〉の対比の構造に文中の表現を整理する。

※語や表現をそれぞれの欄に入れる。関係性を表した表現は中央に記し、 で囲む。

※「オリジナルノート」を作ることを心がける。

〈木を伐る人〉 〈植える人〉

現代

１ 忌まれる存在 １ 美しい物語

人々から熱い称賛をもって迎えられる

対照的

炭焼きの友人

戯曲「種山ケ原の夜

２ 青年 ２ 樹霊たち

炭焼き ３ 水が湧く

５

人 たやすくは和解しがたい敵対関係 自然

炭が焼けないと暮らしの糧に困る 和解できないことを知っている。

生きることそれ自体が否定される

約束は守られない 非難することはない

７

人 裂け目が一瞬だけあらわになる 自然

人 裂け目が沈められる 自然

問、この比喩表現はどういうことか？説明しなさい。

人と自然は互いに共存することができないものであるということは明らかであるが、それ

はちょっとした時に認識されるが、自然の寛容さにより普段は意識しない状態になっている。

問、 ９の言葉を使って説明する。

人は森の一部を殺しながら生きるため、人と森には和解しがたい裂け目が横たわっている

が、どこかで折り合いを付けて共存している。



８ 大正時代（近代）

人 かろうじて保たれてきた関係 自然

人 しだいに壊れつつある 自然

９ 人の論理 森の論理

人は一本の木も伐らずに生きてゆくことな 人が木を一本も伐らない、そうすれば、

ど、できはしない。人は森を殺す、その一部 山はいつまでもこんもりと茂り、水も湧き

を殺し、奪い、侵すことによって生活の糧を 続ける。

得る、そうして人としての生存を維持してゆ

くことができる。

人の論理 和解しがたい裂け目 森の論理

人の論理 折り合いを付けてきた 森の論理

人は「自然の中の異物」


